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公益社団法人  国際演劇協会（ITI/ ユネスコ ) 日本センター
Japanese Centre of International Theatre Institute / UNESCO

　公益社団法人国際演劇協会（ITI/
ユネスコ）日本センターは、ユネ
スコ傘下の国際組織である国際演
劇 協 会 ITI（International Theatre 
Institute）加盟の公認団体です。ITI
は世界平和と相互理解の促進を希求
するユネスコ憲章の精神に基き、演
劇による国際交流の増進を目的とし
て 1948 年に創設され、現在約 90
の国と地域が加盟しています。

I.T.I.

公益社団法人　国際演劇協会日本センター（ITI/UNESCO）

会長  永井  多恵子

　

２
０
２
１
年
、
ま
た
新
し
い
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

昨
年
来
、
自
然
界
か
ら
人
類
へ
の
脅
威
︱
︱

コ
ロ
ナ
感
染
禍
に
さ
ら
さ
れ
、
い
く
つ
も
の
舞

台
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
今
年
も
ま

た
、
し
ば
ら
く
は
劇
場
入
口
で
の
検
温
、
手
指

の
消
毒
、
換
気
、
舞
台
と
の
距
離
な
ど
を
気
遣

い
な
が
ら
の
仕
事
が
続
き
そ
う
で
す
。
劇
場
が

閉
鎖
さ
れ
、
職
を
失
っ
た
人
も
多
く
、
夏
以
降

再
開
さ
れ
た
劇
場
で
も
思
う
よ
う
に
客
足
が
伸

び
ず
、
逼
塞
感
が
漂
う
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
私
た
ち
舞
台
芸
術
に
勤
し
む
者

た
ち
は
少
し
で
も
よ
い
舞
台
を
観
客
に
届
け
よ

う
と
立
ち
上
が
り
、
知
恵
を
し
ぼ
り
、
果
敢
に

闘
っ
て
き
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

舞
台
芸
術
と
い
う
も
の
は
観
客
と
と
も
に
創

り
上
げ
て
ゆ
く
も
の
と
知
り
つ
つ
、
そ
れ
で
も

な
お
、
リ
モ
ー
ト
で
の
配
信
に
活
路
を
見
出
す

試
み
も
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
好
例
「
図

夢
歌
舞
伎
」
松
本
幸
四
郎
丈
の
気
概
を
見
ま
し

た
。

　

ま
た
、
舞
台
芸
術
関
係
者
が
一
体
と
な
っ

  年  新しい年のスタートにあたって2021

て
社
会
に
働
き
か
け
を
行
っ
た
こ

と
も
歴
史
に
残
る
こ
と
で
す
。「
緊

急
舞
台
芸
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
や
、

「W
eNeedCulture

（
こ
れ
で
一
語
）」

が
立
ち
上
が
り
、
官
僚
や
政
治
家
た

ち
に
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
我
が
国
の
文
化
に
対
す
る
国
の
支

援
の
少
な
さ
を
嘆
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
ま
た
、

個
別
的
に
動
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
一
斉
に
立
ち

上
が
っ
た
の
は
お
そ
ら
く
、
初
め
て
の
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
災
禍
の
中
、
世
界
各
国
で
在

住
し
て
働
く
日
本
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
か
ら
、

各
国
政
府
の
支
援
状
況
を
リ
モ
ー
ト
で
発
信
で
き

た
の
も
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
仕
事
と
し
て
よ
い
実
績
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

文
化
に
対
す
る
国
の
認
識
も
欧
米
、
近
年
で
は

中
国
、
韓
国
に
比
べ
て
も
懸
隔
が
あ
り
ま
す
。
舞

台
芸
術
の
国
際
情
報
交
流
で
役
割
を
果
た
す
Ｉ
Ｔ

Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
技

術
も
活
用
し
つ
つ
、
今
後
も
諸
外
国
と
の
交
流
を

強
め
、
ま
た
、
日
本
セ
ン
タ
ー
会
員
同
士
の
情
報

交
流
も
強
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
疫
下
、
国
際
間
の
情
報
交
流
強
め
た
い
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■
開
催
主
旨　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
（
以
下
、
コ
ロ
ナ

と
略
す
）に
よ
る
世
界
的
感
染
拡
大
に
よ
り
、

大
き
く
活
動
を
阻
害
さ
れ
、
世
界
の
芸
術
活

動
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
た

Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
は
、『
オ
ン
ラ
イ
ン
世
界
大
会

特
別
版
』
と
い
う
大
胆
で
新
し
い
試
み
を
行

う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

当
大
会
に
は
合
言
葉
が
あ
る
。

　

W
e, act together!  For em

pow
ering 

コ
ロ
ナ
禍
に
世
界
で

「ITI オンライン世界大会特別版」開催、ライブ配信

We, act together!  For empowering performing arts and artists!

一緒に行動しよう！　実演芸術と実演芸術家を鼓舞するために！

perform
ing arts and artists!

　
（
一
緒
に
行
動
し
よ
う
！　

実
演
芸
術
と
実

演
芸
術
家
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
！
）

　

世
界
中
で
瀕
死
の
状
態
に
あ
る
実
演
芸
術
と

そ
れ
に
携
わ
る
人
々
を
、
ジ
ャ
ン
ル
と
国
境
と

言
葉
を
超
え
て
勇
気
づ
け
、
こ
れ
か
ら
の
未
来

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
当
大
会
の
開
催
主
旨
で

あ
る
。

■
各
団
体
参
加
形
態

　

当
大
会
は
、Zoom

を
介
し
て
世
界
中
の
Ｉ

Ｔ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
Ｉ
Ｔ
Ｉ
関
連
コ
ミ
ッ

テ
ィ
ー
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
代
表
を
オ
ン
ラ
イ
ン

上
に
集
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
コ
ロ
ナ
の
前
、

最
中
、
そ
し
て
未
来
の
展
望
の
３
テ
ー
マ
を
軸

に
し
て
作
成
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
３

分
間
の
動
画
を
発
表
す
る
形
式
で
行
わ
れ
る
。

そ
の
模
様
が
全
世
界
の
視
聴
者
にFacebook

ラ
イ
ブ
配
信
を
通
じ
て
無
料
で
同
時
中
継
さ
れ

た
。
日
本
セ
ン
タ
ー
も
ま
た
、『【
紛
争
地
域
か

ら
生
ま
れ
た
演
劇
】
お
よ
び
【
国
際
演
劇
年
鑑
】

の
紹
介
を
軸
に
動
画
を
作
成
し
発
表
し
た
。

■
実
際
の
開
催
の
模
様
と
印
象
お
よ
び
考
察

　

開
催
初
日
は
、
副
事
務
局
長
チ
ェ
ン
・
ゾ
ン

ウ
ェ
ン
に
よ
る
開
会
宣
言
、
事
務
局
長
ト
ビ
ア

ス
・
ビ
ア
ン
コ
ー
ネ
に
よ
る
挨
拶
、
ユ
ネ
ス
コ

パフォーミング・アーツ

　

２
０
２
０
年
12
月
10
日
か
ら
15
日
ま

で
、
国
際
演
劇
協
会
本
部
に
よ
る
『
Ｉ
Ｔ

Ｉ 

オ
ン
ラ
イ
ン
世
界
大
会
特
別
版
』
が
、

Zoom

とFacebook

を
用
い
て
、
全
世

界
の
視
聴
者
に
公
開
す
る
形
で
開
催
さ

れ
、
日
本
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
理
事
と
し
て

三
輪
え
り
花
が
参
加
し
た
。
概
略
を
お
伝

え
す
る
。
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文
化
部
副
事
務
局
長
ア
ー
ネ
ス
ト
・
オ
ッ
ト
ー

ネ
と
Ｉ
Ｔ
Ｉ
会
長
モ
ハ
メ
ド
・
サ
イ
フ
・
ア
ル

ア
フ
カ
ム
（
前
ペ
ー
ジ
写
真
上
段
右
か
ら
３
人

目
）
に
よ
る
ラ
イ
ブ
で
の
歓
迎
メ
ッ
セ
ー
ジ
等

で
幕
を
開
け
た
。
主
旨
は
い
ず
れ
も
、「
演
劇

の
力
は
人
類
社
会
の
希
望
で
あ
る
。
す
べ
て
の

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
未
来
を
、
こ
の

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
て
、
作
っ
て
い
こ

う
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

２
日
目
か
ら
５
日
目
に
か
け
て
の
各
国
発
表

は
、
ま
さ
に
圧
巻
で
あ
っ
た
。
日
本
時
間
夜
10

時
か
ら
日
を
跨
い
で
午
前
２
時
ま
で
次
々
と
発

表
が
進
む
。
毎
日
、
司
会
者
が
代
わ
り
、
各
団

体
の
発
表
が
終
わ
る
と
一
言
の
温
か
い
コ
メ
ン

ト
を
送
る
。

　

日
本
セ
ン
タ
ー
は
４
日
目
、
12
月
13
日
の
５

団
体
目
で
あ
っ
た
。
私
は
前
述
の
動
画
を
携

え
、
こ
の
一
年
の
様
子
や
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
が
も
た
ら
し
た
新
し
い
世
界
で

演
劇
を
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
た
め
の
活

動
を
続
け
て
い
く
旨
、
英
語
で
述
べ
た
。
多
く

の
参
加
団
体
か
ら
、Zoom

チ
ャ
ッ
ト
で
温
か

い
応
援
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

コ
ロ
ナ
で
人
を
集
め
ら
れ
な
い
中
、
ど
の
発

表
か
ら
も
、
な
ん
と
か
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
動
画
を
作
ろ
う
と
試
行
錯
誤
し
た
様
子
が
見

て
取
れ
る
。
誰
も
が
、
コ
ロ
ナ
前
を
紹
介
す
る

部
分
で
は
、
知
ら
ぬ
国
の
舞
台
の
表
現
方
法
に

舌
を
巻
き
、
コ
ロ
ナ
最
中
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

苦
悩
に
共
感
の
涙
を
こ
ぼ
し
、
そ
し
て
コ
ロ
ナ

後
の
展
望
の
部
分
で
は
、
強
く
温
か
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
胸
を
躍
ら
せ
た
は
ず
で
あ
る
。
必
要
は

発
明
の
母
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
こ
の
制

限
下
、
見
事
な
芸
術
作
品
と
い
え
る
動
画
の

数
々
が
画
面
を
飾
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の

創
造
性
と
想
像
力
が
躍
動
し
た
豊
か
な
時
間
が

世
界
中
に
発
信
さ
れ
た
。

　

発
表
数
は
、
総
計
66
セ
ン
タ
ー
、
関
係
団
体

36
が
集
い
、
国
際
演
劇
協
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
規
模
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
。
感
染
症
対
策

の
た
め
、
口
を
開
く
こ
と
と
身
体
的
接
触
を
封

じ
ら
れ
、
未
来
を
計
画
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

中
、
も
し
か
し
た
ら
リ
ア
ル
に
は
出
会
う
こ
と

も
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

人
々
と
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
出
会
い
、
共
感
し
、

応
援
し
、
連
絡
先
を
交
換
し
、
仲
間
と
な
る
。

　

全
世
界
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
通
っ
た
こ
の
経

験
は
、今
後
の
生
の
舞
台
芸
術
活
動
に
大
き
な
、

そ
し
て
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
く
だ
ろ
う
と
感

じ
さ
せ
る
。
日
本
セ
ン
タ
ー
の
国
際
的
な
発
信

力
を
よ
り
強
化
し
、
貢
献
に
努
め
て
い
き
た
い

と
の
思
い
を
新
た
に
し
た
、
密
度
の
濃
い
６
日

間
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
（
報
告
＝
理
事
・
三
輪
え
り
花
）

演劇の力は人類社会の希望だ。すべてのパフォーミング・アーツの
未来を、このパンデミックを乗り越えて作っていこう。

——「ＩＴＩオンライン世界大会特別版」開幕メッセージから
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海
外
戯
曲
上
演
の
た
め
の

オ
ン
ラ
イ
ン
著
作
権
講
座

文
化
庁
「
文
化
芸
術
活
動
の
継
続
支
援
事
業
」

全
３
回 

ラ
イ
ブ
配
信
、
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
合
わ
せ
て
70
人
が
視
聴

骨
董
通
り
法
律
事
務
所
の

福
井
健
策
さ
ん

シ
ア
タ
ー
ラ
イ
ツ
の

マ
ー
チ
ン
・
ネ
イ
ラ
ー

さ
ん
と
吉
田
和
宏
さ
ん

フ
ラ
ン
ス
著
作
権
事
務
所

の
コ
リ
ー
ヌ
・
カ
ン
タ
ン

さ
ん
と
小
澤
美
奈
さ
ん

Ｉ
Ｔ
Ｉ
英
連
邦
部
会
活
動
報
告

オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ア
タ
ー
で
配
信

Ｏ・ヘ
ン
リ
ー
『
賢
者
の
贈
り
物
』

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
英
連
邦
部
会
は
昨
年
１
月
25
日
に
「
ハ
ロ

ル
ド
・
ピ
ン
タ
ー
戯
曲 

勉
強
会
＆
懇
親
会
」
を
新
宿
・

無む

か

う
何
有
で
開
催
、
３
月
に
も
そ
の
第
２
回
を
予
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
月
１
回
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
い
、
新
訳
戯
曲
の
読
み
合
わ
せ
等
を
続
け
ま
し

た
が
、12
月
18
日
に
無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ア
タ
ー

『
賢
者
の
贈
り
物
』（
作
＝
Ｏ
・
ヘ
ン
リ
ー
、
訳
・
脚

色
＝
石
井
あ
つ
こ
、
演
出
＝
三
輪
え
り
花
／
出
演
＝

山
下
裕
子
、
品
川
恵
子
、
後
藤
祥
子
、
本
野
斗
志
輝
）

を
ラ
イ
ブ
配
信
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
＝
副
会
長
・
吉
岩
正
晴
）

　

戯
曲
翻
訳
部
会
昨
年
は
、
６
月
に
第
１
回
総
会
を

開
催
し
会
則
を
制
定
し
ま
し
た
。
役
員
人
事
も
決
定

し
、
部
会
長
に
伊
藤
洋
氏
、
副
部
会
長
に
吉
岩
正
晴

氏
、
運
営
委
員
に
青
柳
敦
子
、
石
川
麻
衣
、
一
谷
真

由
美
の
三
氏
、
監
査
に
中
山
夏
織
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
10
月
に
は
セ
ゾ
ン
文
化
財
団
の
助
成
金
に
申

請
し
ま
し
た
が
不
採
択
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
初
の
配
信

事
業
「
海
外
戯
曲
上
演
の
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
著
作

権
講
座
」
に
協
力
し
、
全
３
回
の
講
座
の
司
会
を
中

山
夏
織
、
後
藤
絢
子
、
松
田
和
彦
の
３
氏
、
制
作
を

青
柳
敦
子
が
担
当
し
ま
し
た　

　
　
　
　
　
（
報
告
＝
戯
曲
翻
訳
部
会
・
青
柳
敦
子
）

　

昨
年
10
月
、「
海
外
戯
曲
上
演
の
た
め
の
オ
ン
ラ

イ
ン
著
作
権
講
座
」
と
銘
打
っ
て
３
本
の
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
戯
曲
翻
訳
部
会
の
企

画
ア
イ
デ
ア
を
Ｉ
Ｔ
Ｉ
が
実
行
し
た
も
の
で
、制
作
、

観
客
動
員
、
司
会
進
行
な
ど
で
同
部
会
が
協
力
し
ま

し
た
。

　

第
１
回
は
「
海
外
戯
曲
作
品
と
の
付
き
合
い
方
入

門 

～
著
作
権
全
般
の
基
礎
知
識
～
」
と
題
し
、
骨

董
通
り
法
律
事
務
所
、
福
井
健
策
さ
ん
を
講
師
に
お

招
き
し
、
海
外
戯
曲
上
演
に
際
し
て
必
要
な
著

作
権
の
基
礎
知
識
を
伺
い
ま
し
た
。

　

第
２
回
は
「
翻
訳
戯
曲
上
演
の
た
め
に
１
～

英
語
圏
の
演
劇
作
品
と
著
作
権
に
つ
い
て
～
」

と
題
し
、
シ
ア
タ
ー
ラ
イ
ツ
の
マ
ー
チ
ン
・
ネ

イ
ラ
ー
さ
ん
と
吉
田
和
宏
さ
ん
に
登
壇
い
た

だ
き
、
英
語
圏
の
戯
曲
を
上
演
す
る
際
の
手
続
き
に

つ
い
て
の
概
説
と
、
日
本
の
海
外
戯
曲
上
演
の
黎
明

期
か
ら
貢
献
し
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ネ
イ
ラ
ー
さ

ん
の
半
生
と
活
動
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
は
「
翻
訳
戯
曲
上
演
の
た
め
に
２ 

～
フ

ラ
ン
ス
語
圏
の
著
作
権
に
つ
い
て
～
」
と
題
し
、
フ

ラ
ン
ス
著
作
権
事
務
所
の
コ
リ
ー
ヌ
・
カ
ン
タ
ン
さ

ん
と
小
澤
美
奈
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏

の
戯
曲
を
上
演
す
る
際
の
手
続
き
や
過
去
の
事
例
に

つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
文
化
庁
の
「
文
化

芸
術
活
動
の
継
続
支
援
事
業
」
の
補

助
を
受
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ

Ｔ
Ｉ
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
事
業
は
、
ラ

イ
ブ
配
信
と
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
を
合

わ
せ
て
70
名
ほ
ど
が
視
聴
し
ま
し

た
。
今
後
は
こ
の
経
験
を
活
か
し
、

戯
曲
翻
訳
部
会
が
母
体
と
な
っ
て
、

こ
う
し
た
講
座
を
継
続
開
催
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
（
報
告
＝
戯
曲
翻
訳
部
会
・
青
柳

敦
子
）

Ｉ
Ｔ
Ｉ
戯
曲
翻
訳
部
会
総
会
報
告

部
会
長
伊
藤
洋
氏
、
副
部
会
長
吉
岩
正
晴
氏
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広告　東宝

　

国
際
演
劇
協
会
（
Ｉ
Ｔ
Ｉ
）
日
本

セ
ン
タ
ー
で
は
、
例
年
、
海
外
で
演

劇
・
ダ
ン
ス
等
の
活
動
を
し
て
い
る

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
方
た
ち
を

お
招
き
す
る
ト
ー
ク
シ
リ
ー
ズ
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
特
別
編
と
し
て

２
０
２
０
年
10
月
25
日
に
「
コ
ロ
ナ

禍
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
座
談
会
」
を
開

催
し
（Zoom

の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
利

用
）、
萩
原
健
さ
ん
（
明
治
大
学
）

の
司
会
で
、竹
中
香
子（
フ
ラ
ン
ス
）、

原
サ
チ
コ
（
ド
イ
ツ
）、
菅
江
一
路

（
ド
イ
ツ
）、近
藤
瑞
季（
ベ
ル
ギ
ー
）、

外
間
結
香
（
フ
ラ
ン
ス
）、
神
沢
希

洋
（
米
国
）
の
６
名
の
方
々
か
ら
お

話
を
伺
い
ま
し
た
（
カ
ッ
コ
内
は
そ

れ
ぞ
れ
の
活
動
拠
点
）。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
活
動
基
盤

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
大
き
な
危
機
に

見
舞
わ
れ
た
と
き
に
、
自
身
と
周
囲

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
状
況
に
遭
遇
し
た
の
か
。
国
単
位

の
移
動
が
で
き
な
く
な
り
、
カ
ン
パ

ニ
ー
の
メ
ン
バ
ー
が
離
脱
し
た
り
、

舞
台
公
演
の
中
止
や
延
期
に
よ
っ
て

出
演
の
機
会
が
失
わ
れ
た
り
す
る
な

ど
通
常
起
こ
り
得
な
い
事
態
に
直
面

し
た
と
き
の
様
子
が
そ
れ
ぞ
れ
リ
ア

ル
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

基
本
的
な
こ
と
と
し
て
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
、
平
常
で
あ
れ
ば
公
立

の
劇
場
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
で
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
活
動
で
き
る

基
盤
が
あ
る
こ
と
や
（
日
米
と
の
違

い
）、
演
劇
と
教
育
と
の
間
に
強
い

つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
、
プ
ロ
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
休
業
補
償
が
な

さ
れ
る
点
な
ど
の
大
き
な
違
い
が
あ

る
こ
と
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
ア
メ

リ
カ
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
爆
発
状
況
下

で
の
演
劇
の
困
難
さ
に
つ
い
て
と
と

も
に
、
劇
場
のBLM

（
ブ
ラ
ッ
ク
・

ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ
ー
）
へ
の
連
携
の

動
き
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
11
月
25
日
ま
で
期

間
限
定
配
信
を
実
施
。

　
　
（
報
告
＝
事
務
局
長
・
曽
田
修
司
）

海外で活動するプロフェッショナルシリーズ〈特別編〉

コ
ロ
ナ
禍
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

菅江一路
（ドイツ）

近藤瑞季
（ベルギー）

外間結香
（フランス）

神沢希洋
（米国）

竹中香子
（フランス）

原サチコ
（ドイツ）

オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ー
ク



　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
で
は
１
９
７
２
年
か
ら
、
１
年

間
の
国
内
外
の
舞
台
芸
術
状
況
を
ま
と
め
た
『
国
際
演
劇

年
鑑
』（
日
英
版
）
を
企
画
・
編
集
・
刊
行
し
て
い
ま
す
（
文

化
庁
委
託
事
業
）。限
り
あ
る
誌
面
に
収
ま
り
き
ら
な
か
っ

た
話
を
も
っ
と
語
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、『
国
際
演
劇
年

鑑
』
の
執
筆
者
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー
「
ワ
ー
ル
ド
・
シ
ア

タ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
」
を
２
０
１
７
年
か
ら
開
催
。

　

今
年
は
イ
ン
ド
と
イ
タ
リ
ア
を

紹
介
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
初
の
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、そ
の
お
か
げ
で
イ
ン
ド
・
ケ
ー

ラ
ラ
在
住
の
鶴
留
聡
子
さ
ん
と
イ

タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
在
住
の
山
ノ
内

春
彦
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
る
こ
と

が
で
き
、
開
催
後
は
ア
ー
カ
イ
ブ

配
信
も
行
い
ま
し
た
。
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２
０
１
３
年
か
ら
断
続
的
に
イ
ン
ド
演
劇
を
レ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
鶴
留
聡
子
さ
ん
は
、「
イ
ン
ド
社
会
と
舞

台
芸
術
」
と
題
し
て
、
ご
自
身
活
動
の
経
緯
、
そ
し
て

イ
ン
ド
演
劇
を
考
察
す
る
上
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
と

多
様
性
の
何
を
も
っ
て
「
イ
ン
ド
ら
し
さ
」
と
い
う
の

か
と
の
問
い
に
向
き
合
い
つ
つ
、
最
後
に
、
ご
自
身
が

拠
点
と
し
て
い
る
ケ
ー
ラ
ラ
州
ア
タ
バ
デ
ィ
の
山
間
部

に
あ
る
劇
場
の
展
望
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
か
ら
断
続
的
に
イ
タ
リ
ア
演
劇
を
レ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
山
ノ
内
春
彦
さ
ん
に
は
「
コ
ロ
ナ
禍

の
ロ
ー
マ
で
再
考
す
る
演
劇
の
役
割
」
と
題
し
て
、
３

か
月
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
経
験
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
の

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
ご
自
身
が
触
れ
た
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
活
動
、
ま
た
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
、
ユ
ー
ジ
ェ

ニ
オ
・
バ
ル
バ
、
イ
ェ
ジ
ー
・
グ
ロ
ト
フ
ス
キ
、
ピ
エ

ル
・
パ
オ
ロ
・
パ
ゾ
リ
ー
ニ
に
言
及
し
な
が
ら
、
劇
場

が
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、
演
劇
の
役
割
と

は
何
か
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
報
告
＝
事
務
局
・
壱
岐
照
美
）

『
国
際
演
劇
年
鑑
』
執
筆
陣
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ
ー

ワ
ー
ル
ド
・
シ
ア
タ
ー
・
レ
ポ
ー
ト

インド・ケーララ州とイタリア・ローマからアーカイブ配信

広告　松竹

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は
令

和
２
年
11
月
２
日
か
ら
令
和
３

年
１
月
８
日
ま
で
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
「
世
界
の
演

劇
舞
踊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
元
気

に
す
る
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

期
間
中
、
21
人
の
方
々
か
ら
総

額
24
万
円
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
厚
志
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
皆
様

小
田
切
よ
う
こ

糟
谷
治
男

川
合
貴
之

Kaw
ano M

om
oko

曽
田
修
司

高
野
し
の
ぶ

永
井
多
惠
子

中
村
ひ
ろ
み 

H
anayo M

urai 

松
本
功

Yasuda M
asanori 

横
山
義
志

吉
岩
正
晴

吉
植
荘
一
郎

匿
名　

７
名

　
　
　
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
ご
厚
志

鶴留聡子さん 山ノ内春彦さん

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
は
昨

年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
、
予
定
し
て
い

た
事
業
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

「
世
界
の
演
劇
舞
踊
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
元
気
に
す
る
」

よ
う
な
状
況
に
直
面
し
、
理

事
各
位
に
ご
寄
付
の
お
願
い

（
任
意
）
を
致
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
次
の
方
々
か
ら
総
額

92
万
円
の
ご
厚
志
を
賜
り
ま

し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
（
事
務
局
）

安
宅
り
さ
子　

安
孫
子
正

大
笹
吉
雄　
　

木
田
幸
紀

曽
田
修
司　
　

永
井
多
恵
子

菱
沼
彬
晁　
　

三
輪
え
り
花

吉
岩
正
晴　
　

和
崎
信
哉

　
　
（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー

理
事
か
ら
寄
付
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コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
む
演
劇
業
界
を
代
表

し
て
、
支
援
策
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の

政
府
側
と
の
協
議
の
窓
口
と
な
り
、
公
演

の
再
開
を
め
ざ
す
こ
と
を
最
初
の
主
な
目

的
と
し
て
、
演
劇
公
演
主
催
・
制
作
・
ス
タ
ッ

フ
団
体
や
劇
場
、
業
界
団
体
が
広
く
集
ま
っ

て
、
昨
年
５
月
14
日
発
足
し
た
「
緊
急
事
態

舞
台
芸
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
12
月
21
日

時
点
で
、
参
加
２
２
３
団
体
の
組
織
に
な
っ

て
い
ま
す
。
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー

も
賛
同
団
体
と
し
て
参
加
し
て
お
り
、
私

は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
政
府
と
の

交
渉
チ
ー
ム
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
庁
、
経
産
省
と
支
援
策
協
議　

政

府
と
の
協
議
の
結
果
、
７
月
１
日
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
の
「
舞
台
芸
術
公
演
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公
表

し
、
そ
の
後
改
定
を
す
る
と
と
も
に
、
周
知
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
文
化
芸
術
へ
の
支
援
策
に
関
し
て
、
文
化
庁

と
は
、「
継
続
支
援
事
業
」「
収
益
力
強
化
事
業
」
な
ど
、

経
産
省
と
は
、「
コ
ン
テ
ン
ツ
グ
ロ
ー
バ
ル
需
要
創
出
促

進
事
業
費
補
助
金
」（
い
わ
ゆ
るJ-LO

D
live 

補
助
金
）、

「GO
TO

イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
に
関
し
て
、
予
算
獲
得
要
望
、

制
度
設
計
を
、
関
係
国
会
議
員
と
と
も
に
行
い
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
野
田
秀
樹
さ
ん
、
福
井
健

策
弁
護
士
を
は
じ
め
と
す
る
業
界
多
士
の
献
身
的
な
活
動

に
よ
り
、
多
大
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
要
望
が
通
ら
ず
、
利
用
当
事
者
の
不
便
が
残
る

部
分
も
あ
り
ま
す
が
、支
援
制
度
全
般
を
よ
り
良
い
も
の
、

よ
り
大
き
い
も
の
に
な
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

加
盟
団
体
に
「
助
っ
人
セ
ン
タ
ー
」
開
設　
こ
れ
ら
政

府
の
動
き
に
、
東
京
都
と
情
報
交
換
、
全
国
か
ら
来
る
情

報
を
合
わ
せ
て
加
盟
団
体
に
情
報
を
提
供
、
支
援
制
度
の

利
用
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
、
説
明
会
・
勉
強
会
を
実
施
し
、

「
助
っ
人
セ
ン
タ
ー
」も
開
設
す
る
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
態
が
緊
急
で
な
く
な
る
日
が
来
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
報
告
＝
理
事
、
東
宝
株
式
会
社
・
松
田
和
彦
）

「緊急事態舞台芸術ネット
ワーク」に業界２２３団体

（令和 2 年 2 月〜令和 3 年 3 月 1 日） 
事務局調べ・順不同・敬称略
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I.T.I. 　

▲
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
世
界
中

に
感
染
が
拡
が
り
、
文
明
史
的

な
規
模
で
人
類
が
危
機
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
の
中
に

否
応
な
く
非
日
常
が
入
り
込
ん

で
き
て
い
ま
す
。
多
く
の
苦
難

に
負
け
ず
に
ア
ー
ト
が
私
た
ち

の
明
日
を
つ
く
り
だ
し
て
く
れ
る
こ
と

を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。（
曽
田
）

▲
昨
年
は
中
国
の
２
都
市
で
行
わ
れ
る

国
際
演
劇
祭
に
Ｉ
Ｔ
Ｉ
か
ら
２
団
体
を

派
遣
す
る
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
お

じ
ゃ
ん
に
な
っ
た
。
公
演
団
は
国
境
で

足
止
め
を
食
ら
う
が
、
戯
曲
な
ら
世
界

中
フ
リ
ー
パ
ス
だ
。
各
国
で
上
演
見

合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
戯
曲
を
探
し

出
し
て
日
本
語
訳
し
、「
コ
ロ
ナ
禍
の

世
界
演
劇
エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン
（
展
演
）

2021

」、で
き
な
い
も
の
か
？
（
菱
沼
）

J-LODlive　音楽・演劇・ダンス・芸能等の日本発の、国内で実施され
るライブ公演で、収録動画の一部が YouTube などで海外向けに配信さ
れるもの（無観客中継、限定観客開催、一般開催、入場料無料開催を含む）

編集後記

【
個
人
会
員 

入
会
】

奥
田
知
叡
（
座
・
高
円
寺
劇

場
創
造
ア
カ
デ
ミ
ー
11
期
）

岸
正
人
（
公
益
社
団
法
人
全

国
公
立
文
化
施
設
協
会
）

渡
辺
弘
（
公
益
財
団
法
人
埼

玉
県
芸
術
文
化
振
興
財
団
）

【
個
人
会
員
退
会
】

笹
本
公
江

三
林
京
子

八
巻
寿
文

鰐
淵
恵
美

【
団
体
会
員
よ
り
個
人
会

員
へ
の
変
更
】

安
田
雅
弘
（
団
体
会
員 

劇
団
山
の
手
事
情
社
か
ら

変
更
）

【
ご
逝
去
】

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

坂
口
芳
貞
（
令
和
２
年
２

月
13
日
）

坂
田
藤
十
郎
（
令
和
２
年

11
月
12
日
）

宮
城
ま
り
子
（
令
和
２
年

３
月
21
日
）

山
崎
靖
明
（
令
和
元
年
10

月
７
日
）
※
事
務
局
届 

令
和
２
年
４
月
15
日

【
叙
勲
・
功
労
者
・
受
賞
】

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▽
令
和
元
年
度 

日
本
芸

術
院
賞　

松
本
幸
四
郎 

▽
第
74
回
文
化
庁
芸
術
祭

賞
演
劇
部
門
優
秀
賞　

名

取
事
務
所
／
文
学
座
／
宝

塚
歌
劇
団

▽
同
賞
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部

門
大
賞
／
優
秀
賞　

日
本

放
送
協
会

▽
同
賞
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
部
門
優
秀
賞 

日
本
放
送
協
会

▽
同
賞
ラ
ジ
オ
部
門
優
秀

賞　

日
本
放
送
協
会

▽
小
田
島
雄
志
賞　

世
田

谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

（「
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
」
作
品
賞
）
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２
０
２
０
年
12
月
10
日
、
東
京
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
新
規
感
染
者
が

600
名
を

超
え
た
。
翌
11
日
、《
紛
争
地
域
か
ら
生

ま
れ
た
演
劇
12
》
と
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の

現
代
戯
曲
『
イ
サ
ク
殺
し
』
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
が
幕
を
開
け
た
（
～
13
日
、
演
出
・
小

林
七
緒
〔
流
山
児
事
務
所
〕、
於
・
東
京

芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
ウ
エ
ス
ト
）。
筆
者

は
戯
曲
翻
訳
者
・
イ
ス
ラ
エ
ル
文
化
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
連
日
稽
古
に
参
加
し
て

い
た
。

　
『
イ
サ
ク
殺
し
』（
１
９
９
９
）
は
、

１
９
９
５
年
に
起
こ
っ
た
イ
ツ
ハ
ク
・
ラ

ビ
ン
首
相
暗
殺
事
件
の
次
第
を
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
の
患

者
が
劇
中
劇
と
し
て
演
じ
る
と
い
う
仕
立

て
の
劇
で
あ
る
。
作
者
は
イ
ス
ラ
エ
ル
で

最
も
著
名
な
劇
作
家
の
一
人
モ
テ
ィ
・
レ

ル
ネ
ル
（
71
）。
物
語
は
実
話
に
基
づ
く

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
を
語
る
上
で
避
け
て
通
れ

な
い
宗
教
と
国
家
の
関
係
、
そ
し
て
《
恐

怖
が
紛
争
を
終
わ
ら
せ
な
い
》
悲
劇
的
状

況
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
い
て
コ
ミ
カ
ル

な
要
素
も
歌
も
多
い
、
文
句
な
く
「
面
白

い
」
芝
居
で
あ
る
。

　

本
作
を
《
紛
争
12
》
で
扱
う
こ
と
は
前

年
の
《
紛
争
11
》
で
予
告
済
み
だ
っ
た

が
、
何
の
因
果
か
疫
禍
の
下
の
上
演
と

な
っ
た
。
観
客
は
１
回
30
人
限
定
。
芸
劇

地
下
の
細
長
い
ス
ペ
ー
ス
に
《
紛
争
》
シ

リ
ー
ズ
最
多
で
あ
ろ
う
キ
ャ
ス
ト
が
12

人
。
本
番
に
先
立
ち
筆
者
を
含
め
ス
タ
ッ

フ
・
キ
ャ
ス
ト
全
員
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陰

性
を
確
認
し
、
本
番
で
は
キ
ャ
ス
ト
全
員

マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
を
着
用
、
演
技
ス
ペ
ー

ス
全
体
を
ビ
ニ
ー
ル
幕
で
覆
っ
た
。《
紛

争
》
シ
リ
ー
ズ
は
今
や
完
売
必
至
の
人
気

企
画
だ
が
、
今
回
ば
か
り
は
無
事
に
上
演

が
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。

　

難
局
を
乗
り
切
っ
た
林
英
樹
氏
は
じ
め

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
諸
氏
、
絶
妙
な
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
を
作
っ
て
く
れ
た
諏
訪
創

氏
、
全
体
を
音
楽
劇
の
立
ち
稽
古
の
レ
ベ

ル
に
ま
で
膨
ら
ま
せ
た
演
出
の
小
林
氏
、

逆
境
を
跳
ね
返
し
て
く
れ
た
俳
優
諸
氏
に

は
感
謝
の
言
葉
し
か
な
い
。

　

本
当
は
個
々
の
台
詞
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
し
た
か
っ
た
が
、
稽
古
は
１
日
４
時

間
、
９
日
間
で
計
36
時
間
。
感
染
防
止
の

た
め
稽
古
前
後
の
会
食
は
不
可
。
素
晴
ら

し
い
キ
ャ
ス
ト
を
前
に
し
な
が
ら
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
作
品
理
解
に
割
く

べ
き
時
間
が
圧
倒
的
に
足
り
な
い
。
公
共

の
助
成
は
本
来
こ
う
し
た
場
に
こ
そ
投
入

さ
れ
る
べ
き
で
、
そ
れ
だ
け
が
残
念
だ
。

　

12
月
18
日
か
ら
24
日
ま
で
配
信
さ
れ
た

有
料
ア
ー
カ
イ
ブ
の
購
入
数
は
98
。
会
場

と
の
合
計
観
客
数
は
例
年
並
み
か
。
だ
が

筆
者
に
と
っ
て
は
、
８
年
続
け
た
イ
ス
ラ

エ
ル
演
劇
研
究
に
ひ
と
つ
の
大
き
な
実

り
が
つ
い
た
機
会
で
あ
り
、
配
信
を
見

た
作
者
レ
ル
ネ
ル
氏
の
熱
い
感
想
も
含

め
、胸
を
な
で
お
ろ
す
反
応
が
得
ら
れ
た
。

２
０
２
０
年
は
演
劇
界
全
体
に
と
っ
て
災

禍
の
年
だ
っ
た
が
、
ど
う
や
ら
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　2020 年、シリーズ 12 年目を迎えた「紛
争地域から生まれた演劇」は、コロナ禍の中、
イスラエルの現代演劇『イサク殺し』が上演
された。本国イスラエルでは上演が困難とさ

れ、厳しい制約、制限下で行われた日本公演
の稽古場の苦心から本番まで、イスラエル演
劇の研究者でこの作品の翻訳者・村井華代さ
ん（共立女子大学教授）に語ってもらった。

「紛争から生まれた演劇 12」 コロナ疫下、苦難の上演

シリーズ最多、キャストが 12 人の『イサク殺し』
東京芸術劇場アトリエウエストで（撮影・石澤知絵子）

衝
撃
の
イ
ス
ラ
エ
ル
現
代
劇『
イ
サ
ク
殺
し
』

村
井
華
代

共
立
女
子
大
学
教
授

イ
ス
ラ
エ
ル
演
劇
研
究

『
イ
サ
ク
殺
し
』
翻
訳


